
事態の進展と区域別・対象者別防護措置 
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地区 対象者 
警戒事態 
ＥＡＬ１ 

施設敷地緊急事態 
ＥＡＬ２ 

全面緊急事態 
ＥＡＬ３ 

放
射
性
物
質
放
出 

ＯＩＬ１ 
ＯＩＬ２ 

ＰＡＺ 
 

概ね 
５km 
内 

一般住民 
避難準備 

安定ヨウ素剤服用準備 
避難 

安定ヨウ素剤服用※２ 
－ 

 児童生徒等 保護者へ引き渡し開始 
 学校に残っている場合 
 は、緊急退避所へ移動 

 災害対策本部の指示に 
 従い避難 

－ 

避難行動 
要支援者 

即時避難困難者 屋内退避準備 屋内退避※１ 
（準備が整った後、 

避難） 
－ 

入院患者 

施設敷地 
緊急事態 
要避難者 

避難準備 避難 （避難済） － 

施設入所者 避難準備 避難 （避難済） － 

在宅者 避難準備 避難 （避難済） － 

安定ヨウ素剤服用不適切者 
３歳未満の乳幼児及び保護者 

避難準備 避難 （避難済） － 

ＵＰＺ 
 

概ね 
５km 
～ 

30km 
内 
 

一般住民 屋内退避準備 屋内退避 
一時移転等 

（安定ヨウ素剤服用）※２ 

 児童生徒等 
（指示等があった場合）

保護者へ引き渡し開始 
学校に残っている場合 
は、引続き帰宅を進める 

災害対策本部の指示に 
従い屋内退避 

(保護者と共に一時移転等) 

避難行動 
要支援者 

即時避難困難者    屋内退避準備 屋内退避 
一時移転等 

（安定ヨウ素剤服用）※２ 

入院患者   屋内退避準備 屋内退避 
一時移転等 

（安定ヨウ素剤服用）※２ 

施設入所者   屋内退避準備 屋内退避 
一時移転等 

（安定ヨウ素剤服用）※２ 

在宅者   屋内退避準備 屋内退避 
一時移転等 

（安定ヨウ素剤服用）※２ 

ＵＰＺ
外 

全住民 
 
  

事態の進展に応じ 
屋内退避 

一時移転等 
（安定ヨウ素剤服用）※２ 

（用語の補足説明）即時避難困難者：避難又は一時移転することにより健康リスクが高まる者 
         緊急退避所：バス等によるピストン輸送が可能で保護者への引き渡しが行いやすい大規模施設（松江市総合体育館等） 
※１ 即時避難困難者は放射線防護施設において避難に必要な準備が整うまで屋内退避、適切な搬送体制の確保を待って避難 
※２ 安定ヨウ素剤の服用については、原子力規制委員会が判断し、原子力災害対策本部又は県・市が指示を出す 
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住民避難、一時移転の要領 

 避難及び一時移転の実施にあたっては、原子力災害対策指針に基づき防護措置を講じ
ることとしているが、島根地域全体としての避難（一時移転）の考え方については、次
のとおりである。 
 
〇 原子力災害対策重点区域全体として円滑な避難（一時移転）を行うため、原則とし  
 て段階的避難を実施するものとする。 
 
〇 緊急事態区分及び緊急時活動レベル（ＥＡＬ）に基づきＰＡＺ避難の後、ＥＡＬ又 
 は運用上の介入レベル（ＯＩＬ）に基づき、ＵＰＺの避難（一時移転）を行う。 
 
○ ＵＰＺの避難については、ＰＡＺ避難が完了した後に実施する。 
 
〇 ＵＰＺ避難においても、島根原子力発電所からの距離に応じて、近い区域から段階 
 的に避難することにより、円滑な避難を確保するとともに住民の被ばくリスクの低減 
 を図る。 
 
○ 避難（一時移転）指示にあたっては、避難指示を住民に伝達できるとともに、避難 
 状況の把握できる単位として各市が設定した範囲に対して、避難（一時移転）指示を 
 行う。 
 
○ なお、弓ケ浜半島については、半島という地形的特性を考慮し、全域に避難（一時 
 移転）指示が発出された場合、区域を４分割し、段階的避難を行う。 
 

 要検討 



地区別避難先等 

市名、地区数、人口等 
避難先 

島根県 岡山県 広島県 鳥取県 

ＰＡＺ 松江市 
4地区 

10,456人 
2市町 

10,456人 
－ － － 

ＵＰＺ 

松江市 
28地区 

194,523人 
11市町 
78,165人 

13市町 
65,167人 

5市町 
51,191人 

－ 

出雲市 
31地区 

121,702人 
1市 

33,977人 
－ 

12市町 
87,725人 

－ 

安来市 
15地区 

35,373人 
－ 

14市町村 
35,373人 

－ － 

雲南市 
15地区 

32,390人 
－ － 

5市町 
32,390人 

－ 

境港市 
4地区 

35,314人 
－ － － 

3市町 
35,314人 

米子市 
4地区 

37,937人 
－ － － 

7市町 
37,937人 

 地域コミュニティを維持することが避難対応や避難所生活に重要であるとの観点から、公民館・支所・コ
ミュニティーセンター単位で避難先を設定 

 早い段階で避難が必要となるＰＡＺの避難先は、島根県内の避難先を割り当て 
 鳥取県のＵＰＺは、避難先の鳥取県東部・中部へは、３つの避難経路に分かれて避難 
 避難所施設は県の避難計画において全て明示しており、住民説明会や訓練等を通じて対象となる住民に周知 
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※必ずしも区域を厳密に示したものではない。 




